
 

杉山 彰 

久しぶりの言霊量子論です。約一年ぶりの原稿UP です。よろしくお願いします。で、いきなり「人

間と夢」（副題・寄生種としての人間の在り方）と題名しました。今度は、いったい、杉山は何を言

いだしたのか。・・・まさにそんな感じの原稿です。結構、文章量が多いので、4 回に分けて毎週

連続で出稿させていただきます。 

序章：前提条件、第一章：共生共存、第二章：同時共時、第三章：相互補完、と。・・・以下に、そ

れぞれの章の小見出しをあらわしました。「夢」、そして現実人間、仮想人間、点人間、そして創

造人間・・・。全部、私たちの頭の中で起きている現象じゃないかと仮説を立ててみました。ま、

無茶を承知のうえで言わせていただければ、＜中今＞ってこんな風にとらえる考え方もあるんじ

ゃないかしら、という感じです。 

あまりにも久しぶりなので、気の弱い私としては、とてもナイーブになっています。温かいお気持

ちで読んでいただければ、嬉しく存じます。 

＜第一週予定＞ 

序章 前提条件 



１、前提条件としての、その１：＜宿主と寄生種の共生関係＞ 

２、前提条件としての、その２：＜夢と、その舞台＞ 

３、前提条件としての、その３：＜ネットワーキング＞ 

＜第二週予定＞ 

第１章 共生共存 

１、夢を見る現実人間と、夢の中に存在させている仮想人間。 

２、現実人間と仮想人間が、互いに与え続けている利益とは。 

３、仮想人間が果たしてきた事実と、冒している事実。 

＜第三週予定＞ 

第２章 同時共時 

１、現実人間と仮想人間と、そしてもう一人の人間。 

２、もう一人の人間は、点人間であり、創造人間である。 

３、創造人間が生まれるのは必然であるが、いつ生まれるかは偶然である。 

＜第四週予定＞ 

第３章 相互補完 

１、人間は「夢」を見て、「夢」を語ることができるから人間なのである。 

２、相互補完は、じつは人間の根源的な仕組みでもある。 



３、相互補完の関係は、ＤＮＡ遺伝子の最も基本的な機能である。 

４、果たして、珪素化合物体は、かつてのＲＮＡ遺伝子になりえるだろうか。 

***************************************************************** 

序章 前提条件 

１、前提条件としての、その１：＜宿主と寄生種の共生関係＞ 

２、前提条件としての、その２：＜夢と、その舞台＞ 

３、前提条件としての、その３：＜ネットワーキング＞ 

１、前提条件としての、その１：＜宿主と寄生種の共生関係＞ 

本文を記述するにあたり、前提条件として、人間にとっての夢とは、夢を見ている自分と、夢の

中に存在させている自分との間で発生している共生関係である、と仮説をたてることを始まりと

したい。共生が意味するところは、広辞林によれば「２種の異なる生き物が、互いに利益を受け

ながら一緒に生活すること」である。また、共生の意味における「２種の異なる生き物」とは、宿

主としての生き物と、寄生種としての生き物の２種であると定義する。 

但し、この場合の宿主と寄生種の関係は、ヒエラルキーに基づいた主従関係ではなく、「互いに

利益を受けながら一緒に生活すること」を前提としたオープンマインドに基づく並列関係であるこ

とを前提とし、その前提において、本文では、先に発生したものを宿主とし、後に発生したものを

寄生種と、さらに定義するものである。従って、本文で記述しようとする宿主は、夢を見る生き物

であり、現実として先に存在している人間であり、寄生種は、その後に発生した、夢の中の生き

物であり、仮想的に存在している人間のことでもある。 



そしてもう一つ、宿主は、宿主だけで存在し得るものであり、寄生種は、宿主なしでは存在し得

ないものであるとする定義である。 

 

２、前提条件としての、その２：＜夢と、その舞台＞ 

なお、本文の記述にあたり、＜人間と夢＞というテーマとは一見、無関係のようにも思える＜宿

主と寄生種の共生関係＞を前提条件として定義し、論を展開しようとするのは、２１世紀におい

て私たち人間が抱くべき「夢」は、その「夢」が描かれる舞台としての地球（自然社会）でおこって

いることや、人間社会でおこっていることの根源的な問題の考察なくしては、「夢」そのものをいく

ら語っても、その「夢」が陽炎のような、はかない「夢」として消えていってしまうかもしれない運命

にあると直感するからである。 



「夢」は、確かに人間に生きる糧と、新しい世界を具現化させる万能の力を与えてくれものである

が、同時に、「夢」は、その「夢」が叶えられない「夢」として現実化したとき、「夢」は人間に深い挫

折感を与えるものでもある。 

ときには、その挫折感が、二度と立ち上がれない痛手を負わせてしまう魔物と化するものでもあ

る。その意味において、痛手を負わす側は、夢の中に仮想的に存在する自分であり、痛手を負

わされる側は、夢を見る現実の自分である。この関係は、まさに寄生種が、寄生種の本分を忘

れて宿主を破壊してしまった瞬間に、寄生種自身も滅んでしまうという共生関係の一つの結果

によって生じる現象とよく似ているのである。 

さらに、前述の事例とよく似た事例が、エイズウィルスと人間の関係でもある。寄生種であるエイ

ズウィルスが、宿主である人間の免疫システムを破壊することにより、宿主である人間が死を迎

えてしまう。その瞬間、寄生種であるエイズウィルスも死を迎え、滅亡してしまう。「２種の生き物

が、互いに利益を受けながら一緒に生活していく」という共生関係の原則に反する行為は、「２種

の生き物が、共に滅亡してしまう」という結果である。 

では、エイズウィルスをはじめとする多くのウィルスたちは、宿主である人間に利益を与えたこと

があるのか。あるのである。それはエイズウィルスではないが、ある種のレトロウィルスたちは

逆転写酵素の働きにより、過去、何億年にもわたり、人間はもとより、ＤＮＡ遺伝子を持つすべて

の宿主である生物に寄生し、ＤＮＡ遺伝子の中に寄生し続け、宿主との共生関係を維持してきた

のである。 

では、果たして、宿主である生物に何の利益を与えてきたか。それは多様性であり、進化である。

ＤＮＡ遺伝子の中に結果的に寄生し共生してきたウィルスのＲＮＡ遺伝子は、生物のＤＮＡ遺伝

子に突然変異（多様性）をおこすトリガーの役割を果たしてきたのである。結果は、生物におけ



る人間種の繁栄である。進化である。これは紛れもない事実である。そもそも共生関係とは、結

果的に、このような現象を具現化させるのである。しかし、一方では、ウィルスとの共生関係の

崩壊により、この世から姿を消すことになった生物種も無数にいたことも事実である。 

３、前提条件としての、その３：＜ネットワーキング＞ 

「人間と夢」を論じるにあたって、共生関係という仮説をたて、さらに宿主と寄生種を定義し、共生

関係のあるべき姿を論じようとするのは、２１世紀社会が目指そうとしているのは、ヒューマンネ

ットワーキング、あるいはコンピュータネットワーキングを主体とした共生社会に他ならないから

である。その共生社会に根付かせるべき規範（スタンダード）は、まさに、「自分と、自分と相対す

る他者が互いに利益を受けながら、一緒に生活していくこと」である。 

そしてそのことは、私のネットワーク持論として「ネットワークを構成するすべてのユニットは、そ

れぞれのユニットに果たすべき役割の違いはあっても、それぞれのユニットが果たしている役割

の重さには、何ら違いはない」と論じることができる。また、ネットワーク論者であるニールス・イ

エネルにおいては、彼の著書の中で「ネットワークを構成するたとえ一つのユニットでも消滅す

れば、そのネットワーク全体が消滅する。然るにこのネットワークにおける各ユニットの最も重要

な役割は、自分以外のユニットが消滅しないように、ただひたすら支援し続けるボランティアイズ

ム（自発的であること）を発揮しなければならない」と述べている。 

これから、本文で論じようとしている「人間と夢」、そしてその「人間と夢」が活躍しようとする舞台

は、まさに共生社会であり、その社会はネットワーク社会そのものでもある。 

 


